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治世はこうした 12 世紀のレオン・カスティーリャ王国の発展を準備した重要な時代でもあったといえる。 
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的「継続論」の限界が指摘されている。近年の研究に依拠して、典礼問題を外交的、政治的、社会的観点から説明し
ようとする意図は妥当であり、その説得的な手法も評価できる。なお本章は「アルフォンソ６世と典礼問題－「西ゴ








『HISPANICA』（第 51 号）（日本イスパニヤ学会）（平成 19 年２月予定・未刊）に査読を経て掲載される論文とほ
ぼ同内容であり、一定の外部評価をすでに得ているものである。しかしながら、本審査委員会ではこの結論は仮説と
して理解したい。なぜなら、カスティーリャ化に関する立論を試みるに際して、分析の対象をモサラベのフエロだけ
に留めるのは不適切だからである。結論は変わらないかも知れないが、研究手順として、執筆者自身が今後の課題と
して指摘するように、カスティーリャ人のフエロおよび後に編纂されるトレド都市法を合わせて比較検討の対象にし
てはじめて説得的な結論が得られるものであろう。 
 結論では、各章の結論が確認された後、全体的として、アルフォンソ６世の治世は、国内的には、以後の再植民活
動における「教会のローマ化」と「世俗のカスティーリャ化」という基本方針が確立された時代である；もっとも、
これらの方針は、従来の「伝統」とその担い手であるモサラベに配慮される形で慎重に実行された；対外的には、西
ゴート王国の古都トレドの再征服を成し遂げそれを維持することによってイベリア半島における「覇権」王国として
の土台が形成された時代であったとまとめられている。各章での結論を踏まえたうえでのアルフォンソ６世の治世に
関する意義付けは、大まかな感は否めないものの、アルフォンソ６世以降のレオン・カスティーリャ王国の歴史を考
慮した場合、妥当な理解であると言える。 
 本論文には、史料についての説明および史料批判が必ずしも十分でない部分があり、一次史料の操作、分析にさら
なる精緻さを求めたいところもある。また、一部テーマについて先行研究に対する批判的検討に丁寧さを欠くと言わ
ざるを得ないのも事実である。しかしながら、史料操作上の問題点として指摘したことがらの多くは、今後の研究課
題として執筆者自身も認識しており、必ずしも理解が抜けていたわけではないことは考慮したい。また、歴史的に重
要なテーマであるにもかかわらず、史料上の制約により先行研究の比較的少ないテーマを取り上げ、入手可能な刊行
一次史料に出来るだけ多く目を通した執筆者の研究姿勢は積極的な評価に値する。幾つかの問題点および残された研
究課題が存在するものの、各章で取り上げたテーマに関する着眼点は鋭く立論の意図も積極的に評価でき、論文全体
として一定以上の水準に十分に達していると判断できる。 
 以上を総合的に判断し、本審査委員会は全員一致で、本論文が博士（言語文化学）の学位を与えるにふさわしい論
文であるとの結論に達した。 
